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2023年の振り返り

2023年度:『KYOTO BOOK SUMMIT』の実施
23年度があるべき姿に向けて大きな一歩に。



2023年の振り返り

助成決定 5月31日
業界向け企画説明会 6月2日
キャンペーンＬＰ公開 10月16日
オープニングイベント 10月17日
キャンペーン 10月27日～11月23日
KYOYO BOOK SUMMIT 11月8日～11月9日
YouTube動画 最終公開 2月28日



１．キャンペーン全般

（１）ランディングページ（ＬＰ）の制作
・全国の書店で開催する「イベント一覧」

掲載書店3,724店、イベント8,788企画を掲載
・アクセス数は約2.6万まで増加

（２）BOOKアンバサダーの設置及びYouTubeチャンネルの開設
・9名がBOOKアンバサダーに就任（五十音順）
池上 彰さん、今村翔吾さん、神永 学さん、川上未映子さん、
栗山英樹さん、谷原章介さん、藤崎彩織さん、増田ユリヤさん、村田諒太さん

・5名にはビデオメッセージもいただき、多くのイベントで紹介!
・YouTubeチャンネルでは１万回以上の再生もあり



２．告知広告等

（１）新聞
朝日新聞10月21日朝刊 半5段／読売新聞10月22日朝刊 半5段
京都新聞10月14日 全5段／中日新聞10月25日 半5段

（２）ホームページ
・出版社、書店、販売会社のHPにキャンペーンサイトへの誘導
バナー貼付やトピックス・お知らせ等として掲載

（３）Web広告及び屋外広告
・対話型プロモーションによるアンケート型広告
・行動データ活用広告
・屋外サイネージ広告 全国街頭ビジョン

京都駅 （JR京都駅地下鉄連絡口）



３．報道・メディアでの取り上げ
（１）新聞

京都新聞10月26日／読売新聞11月9日朝刊
新文化、新聞之新聞、全国書店新聞、文化通信など業界紙各紙

（２）雑誌
・多くの雑誌出版社様のご協力を頂き、９月から11月の間に34社
117誌に広告掲載（無料）

（３）Webメディア
日経BOOKプラス、PR TIMES、Yahoo! ニュース 他

４．キャンペーンイベント
（１）オープニングイベント

・キャンペーン開始前の10月17日に紀伊國屋ホールでオープニングイベントを開催
参加者は関係者を含む340名



（２）KYOTO BOOK SUMMIT
11月8日・9日の2日間、国立京都国際会館や平安神宮会館など京都市内
各所で「KYOTO BOOK SUMMIT」を開催。著名人が本にまつわる多彩な
テーマで講演やトークショーをおこない、2日間の来場者総数は約1,700名。

本イベントの一番の目的は書店店頭への誘導にあり。その効果で言うとKYOTO
BOOK SUMMITのX（旧Twitter）のアクセスは32.2万まで増え、
あるイベントの出演者が発信したXでは約50万の閲覧があった。



5．関連イベント

（１）店頭イベント助成金事業／ブックカバー大賞
従来、「本の日」実行委員会で運営していた表記事業をBOOK MEETS
NEXTの関連事業として展開。両事業とも前年を大きく上回る応募や展開
となりました。
①店頭イベント助成金事業 58件（前年38件）
②ブックカバー大賞 デザイン応募 286点（前年219点）

参加書店 427店（前年259店）



（2）飾り付けコンクール
店頭活性化のため、出版社様やノルティ様の協力で実施。
優秀店舗には著者がサイン会に伺いました。

◎世界文化社「北欧こじらせ日記」 ◎中央公論新社「52ヘルツのクジラたち」



６．収支報告
（単位:円）

項目 金額 備考
協賛金 11,180,000 出版のDX化特別協賛含
書店有料企画 4,949,416 ２企画　3010セット分
懇親会 1,015,000 145名
その他 1,088,000 京都市助成金・景品提供

収入 18,232,416
店頭イベント助成 3,311,135 58書店
ブックカバー大賞 1,864,942 429書店
海外交流費 835,660 韓国「書店の日」参加
読書還元祭 3,577,900 キャンペーン全体の景品代含
LP制作・運営 2,330,900 キャンペーン全体の情報発信
販促物作成 1,973,907 ポスター・チラシ製作費
DX化展示 1,600,545 出版のDX化展示費
懇親会 1,050,665
諸雑費 1,686,762 事務局費含・報告書作成

支出 18,232,416

【参考】
○サートラス助成金

36,294,853円
○使用用途
・アンバサダー受託料
・YouTube制作費
・イベント開催費
・広告費用他



BOOK MEETS NEXT2024の展開



JPIC
専門委員会

日本図書普及読書推進
運動協議会

本の日
実行委員会日本書籍出版協会

日本雑誌協会
日本出版取次協会

日本書店商業組合連合会

JPIC（事務局）

紀伊國屋書店
高井会⾧

運営委員⾧

JPIC 近藤理事⾧
実行委員⾧

BOOK MEETS NEXT 2024運営委員会構成 案



BOOK MEETS NEXT 2024「秋の読書推進月間」開催期間
2024.10.26（土）～ 2024.11.24（日）30日間

■ メインスケジュール

BOOK MEETS NEXT 2024は、「神保町ブックフェスティバル」と同時に
スタートし様々な事業と新たな取り組みを行うことで、本好きをさらに
夢中させ、今まで本に興味を持てなかった層へのアプローチも強化する。

10月30日

●書店
大商談会
（東京）

●BOOK
EXPO
（大阪）

●K-BOOK
フェス

11月12日11月6日～7日

●TOKYO
RIGHTS
MEETING
（東京）

10月末頃

●オープニン
グイベント
（東京）

11月23日～24日

上記の連携により、秋の読書月間に連続した様々なイベントを開催する



• BOOK MEETS NEXTの運動をもっと多くの一般生活者に知ってもらう
→未来の読者を創るため、本の楽しさを広く伝えるため

・BOOK MEETS NEXTに、もっと多くの出版・書店関係者に参加してもらう
→「BOOK MEETS NEXT プロデューサー・システム」を提案します

• BOOK MEETS NEXT期間、書店に人が集まる、販売状況に効果がある
→売れる施策が作り出せればBOOK MEETS NEXTは⾧く支持される運動になる

■ 2024年BOOK MEETS NEXTで達成したいこと



東京



神保町ブックフェスティバル（10月26日～27日）を皮切りに、１ケ月間いろんな場所で!

『TOKYO BOOK NIGHT』

• 国内で代表的かつ世界でも唯一無二の本の街、神保町を中心とした、
神田・お茶の水エリア。その魅力をもっと広くアピール。

• 神保町BFと開催時期を合わせ、相乗効果を狙う。

・東京・神保町という利便性を活かして、出版社の編集等各部署との連携したい。

• BOOK NIGHTは東京だけのものではない。各地域でのBOOK NIGHTも大歓迎。



TOKYO BOOK NIGHT

■書店
夜会・本屋さん遅くまでオープン 夜の本屋さん探検 夜の書店連続講座
音楽コンサート＠夜の本屋さん 各雑誌の秋の読書特集との連動企画
■ホールイベント
又吉 ヨシタケ 声優陣 小泉今日子さん “TRIO THE PIETA”
BSテレ東「あの本、読みました?」連携、鈴木保奈美さん・著名人朗読＆トーク
■大学図書館連携
夜の図書館・大学生連携イベント
■地域のバー、レストラン
本を持っていくと割引クーポン”Happy BOOK HOUR"
一日バーテンダーが作家
■地域のスポーツショップ・楽器店・レコードショップ
読書とアウトドア・冒険・音楽テーマのブックトーク
アイコンを作成し、10月から街中のお店に掲出 → 各店にTBNブックスタンド設置
地元連携 BS11、吉本興業、ほぼ日、らくごカフェ
期間中すべてのイベントの共通チケット・パスを発行

たとえばこんな企画（案）



『TOKYO BOOK NIGHT プロデューサー募集』

コンテンツの担い手を募集

・強力なコンテンツの提供・プロデュースが行えるプロデューサーを募集します。
出版社編集者中心に書店さまや企業、団体でもOK

申込方法

募集要項

・URLからエントリー（詳細は別ページ）

詳細な企画は打ち合わせしながら詰めていきます、まずはやりたいという意思表示と
簡単な企画内容と概算費用を登録して下さい。後日、変更になっても構いません。

・実施決定の場合の会場費やゲストの費用等、イベント開催に掛かる費用は
事務局が負担しますが、プロデューサー料は出ません。

・会場は企画内容により、事務局と相談の上で決定します。



TOKYO BOOK NIGHT運営体制について

神保町各店舗・飲食店TBNプロデューサー
（出版社編集者他） 神保町各書店

各業界団体
JPIC

（主催・運営統括）
連携

サポートチーム

神田エリア
各ホール

主催
イベント

神田・お茶の水
エリア

大学との連携

神田・お茶の水エリア
書店・飲食店等との連携

（地域密着型イベント等）
広報活動



全体スケジュール 書店大商談会

10/26 10/27 10/28 10/29 10/30 10/31 11/1 11/2 11/3 11/4 11/5 11/6 11/7 11/8 11/9 11/10

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

出版クラブ

神田明神ホール 〇

科学技術館 〇

TKP市ヶ谷

日本大学 学部祭 学部祭

明治大学

専修大学 〇 〇 大学記念日 〇 学園祭 学会・学園祭 △ 学会 学会

中央大学

共立女子大学 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～

全体スケジュール BOOK EXPO

11/11 11/12 11/13 11/14 11/15 11/16 11/17 11/18 11/19 11/20 11/21 11/22 11/23 11/24

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
グランフロント大阪 〇

日本大学 入試日 入試日 授業日

明治大学

専修大学 入試日 入試日 入試日 入試日・学会

中央大学 夜〇 夜〇 夜〇 夜〇 夜〇 夜〇 夜〇 夜〇 ※確定はGW頃

共立女子大学 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～ 17:30～

会場/日程

会場/日程

K-BOOKフェス

4F

神保町BF 版権説明会 日本出版学会

〇



『BOOK MEETS NEXT 地域イベント募集』
地域のチカラを結集した、イベント企画募集

・東京には負けていられない全国の書店様、地域全体でイベントしませんか?
ただし、単独書店や単独チェーンでなく、地域横断組織で実行委員会を組成してください。
（可能な限り、自治体や大学・地元新聞などとの連携をご検討下さい）

我地域こそはと思う方、
ぜひエントリーを!

・実施決定の場合の会場費やゲストの費用等、イベント開催に掛かる費用は
事務局が負担しますが、運営に掛かる人件費は出ません。

・最大５会場を募集、応募多数の場合は事務局で検討の上、決定します。

・URLからエントリー（詳細は別ページ）

詳細な企画は打ち合わせしながら詰めていきます、まずはやりたいという意思表示と
簡単な企画内容と概算費用を登録して下さい。後日、変更になっても構いません。

申込方法

募集要項



地域イベント運営体制について

出演者

自治体・地元企業

出版各社 出店者

連携 地域イベント
実行委員会

大学・新聞社
サポートチーム

JPIC
(運営統括)

ホールでの主催イベント 屋外イベント



今後のスケジュール（予定）
『TOKYO BOOK NIGHT プロデューサー』 ＆『BOOK MEETS NEXT 地域イベント』

11月10月9月8月7月6月5月4月

TOKYO 
BOOK 
NIGHT

BOOK 
MEETS 
NEXT 

地域イベント

プロデューサー募集

開催地域募集

プロデューサー選定＆企画立ち上げ

会場・企画内容の決定＆準備

開催地域選定＆企画立ち上げ

会場・企画内容決定＆準備

イベント開催

イベント開催

5月末
〆切

5月末
〆切



『BOOK MEETS NEXT 出版社特別企画 募集』

販売会社横断の展開が可能な特別企画を募集

・BOOK MEETS NEXTの期間を含めた時期に展開する強力な企画を募集。
著者サイン会と連携した、飾り付けコンクールなどを是非、ご提案下さい。

申込方法

募集要項

・実施決定の場合の受注促進や物流調整などは事務局も支援します。
・応募多数の場合は企画内容により、実行委員会と事務局の相談の上決定します。

・URLからエントリー（詳細は別ページ）

詳細な企画は打ち合わせしながら詰めていきます、まずはやりたいという意思表示と
簡単な企画内容と概算費用を登録して下さい。後日、変更になっても構いません。



店頭イベント企画（検討中）

１．BOOK MEETS NEXT連動 有料企画

２．ブックカバー大賞 企業版
地域企業とのコラボブックカバーの作成

５．有名作家があなたのお店に! 店頭飾り付けコンクール
昨年度の2企画と同様、企画を募集します。URLからエントリーを!

３．店頭イベント助成金獲得企画

４．出版社特別企画
全販売会社横断の強力な企画を募集します。URLからエントリーを!



年間を通したBOOK MEETS NEXT その他の企画

１．本だなプロジェクト

JPICは2022年、本だなプロジェクトをスタートしました。全国の子ども食堂や無料
塾に呼びかけ施設を選び、本棚と本を寄贈。（2023年度は30施設で実施）。

ただ本を贈るだけでなく、おはなし会の開催や、子どもが本と触れ合う機会を持って
もらえるよう、施設の方が読みきかせや絵本について学べる動画も作成。

SDGsの「誰ひとり取り残さない」の実現をめざし、より多く子どもたちが読書のとびら
をあける一助としてすすめているプロジェクトです。

２．はたちの２０冊
『はたちの20冊』は、はたち前後のかたに「もっと本を読んでほしい」「読書を通して、

自立した大人になってほしい」との願いを込めて制作しています。
冊子には計20冊の本を掲載。 うち15冊は各界で活躍されている5名が 各３冊

選書し、コメントを寄せています



2024年の大きな取り組み

Ⅰ．書店在庫情報プロジェクト

・読者の活動地域の店頭在庫の検索を通じて、書店に足を運ぶ読者を増やす

・書店の規模やシステム対応の可否などに関わらない店頭在庫の開示を目指す

・出版社のHPなど様々なウェブサイトから地域書店での本の購入可能性を高める

・本を紹介するサイト、ブログでのネット書店以外の店頭在庫確認を促進する

・図書館システムとも連携し、図書館での貸出待機者へ地域の書店在庫を知ら
せることで読みたい時の読書の機会を増やす

・常に読者・購入者視点で欲しい本が近くにあることの表示を可能にする



書店在庫情報プロジェクト 全体概要

Phase.1
実証試験フェーズ
2024年4月～2024年12月

• プロジェクト公開･稼働による認知拡大
• 実務課題の洗い出し
• 読者による利用を想定したインターフェースの確認
• 永続性/信頼性/安定性の検証･確立
• 事業継続計画の策定

各フェーズの主旨

Phase.2
拡大フェーズ
2025年1月～2025年12月

Phase.3
最終モデルリリース
2026年1月～

• 最終モデルを想定した実運用の検証
• プロジェクト効果の測定

• プロジェクト効果の検証
• 事業展開計画の策定

copyright  ⓒ 2024 書店在庫情報プロジェクト



書店在庫情報プロジェクト Phase.1

対象

• スクレイピングによる在庫方法収集を許諾した書店
• 自店在庫情報を自力でアップロード･メンテナンス可能な書店
• 光和コンピューター経由での在庫情報提供可能な書店
• 自社でAPIを行い､在庫情報提供可能な書店
• 版元ドットコム･カーリルサイトでテスト→ 出版社サイト･図書館サイトへ拡大

※自社リソースの負担で
参画可能な書店

連携方法 • スクレイピング/API/データアップロード

コスト負担 • 参画各書店による負担 ※スクレイピング許諾の場合はノーコスト

整理事項
• 永続性(PTの維持費､参加(開発)費相場観､マネタイズ方法の明確化)
• 信頼性(法的根拠､権利関係の整理､事業主体の明確化)
• 安定性(オペレーション､情報管理､マスタメンテンスの確立)

その他 • 企画主旨説明書/NDA/データ提供許諾契約/利用規約･ガイドラインを整備
copyright  ⓒ 2024 書店在庫情報プロジェクト



スケジュール

2024.4 2025.1 2026.1

Phase.1 Phase.2 Phase.3

4月 プロジェクト正式開始

第1期書店参加

第1回プレスリリース

第1期図書館参加

事業3要素(継続､信頼､安定)の確立

Phase.2への移行準備

第2回プレスリリース

1月 Phase.2開始

第2期書店参加

第2期図書館参加

効果測定方法の確立

効果測定開始

効果測定結果の検証
効果公表

第3回プレスリリース

1月 Phase.3開始

運用オペレーションの確立

PRツール策定

随時書店/図書館参加

今後の展開の検討

6月 版元ドットコム
サイトでのテスト表示

copyright  ⓒ 2024 書店在庫情報プロジェクト



copyright  ⓒ 2024 書店在庫情報プロジェクト

例１）近隣書店名をダイレクトに表示する 例２）リンクを貼り、書店在庫情報へ遷移
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運営団体

主催
一般財団法人 出版文化産業振興財団(JPIC)

一般社団法人 版元ドットコム
株式会社カーリル

協力
株式会社 光和コンピューター

日本出版販売株式会社
株式会社トーハン

※本資料は以下のURLから参照頂けます※
https://info.openbs.jp/

copyright  ⓒ 2024 書店在庫情報プロジェクト ※本資料の改変及び複製･転載･配布等はご遠慮願います｡

お問い合わせ先
info@openbs.jp



各社さまへのお願い

（２）地域イベント募集（5月31日締切）
URL:https://forms.office.com/r/0Drr9Lm5Nf

（５）協賛金のご協力
詳細は添付資料をご参照ください

（３）出版社特別企画・店頭飾り付けコンクール企画募集（6月30日締切）
URL:https://forms.office.com/r/rXQDBcb7SX

（４）自社媒体におけるキャンペーン広告掲載
掲載希望期間:9月～10月中旬 ※広告申込書は、7月頃ご案内します

（１）TOKYO BOOK NIGHTプロデューサー募集（5月31日締切）
URL:https://forms.office.com/r/xreg2QcixA



JPIC 新規事業の紹介



子ども読書環境プロジェクト

－子どもたちの読書環境格差をなくそう－

プロジェクトチームの立ち上げについて



Ⅰ．立ち上げの背景

JPICは30年以上、読書アドバイザー養成講座やサポーター講習会などを通して子どもたちへ読書
の楽しさを伝える架け橋づくりを進めて来ました。

また、最近は家庭環境や経済環境から読書経験が少ない「子ども食堂」などに集まる子どもたちに本
や本棚、読み聞かせを届けるプロジェクトも行っています。

そして学校図書館整備推進会議の一員としても、学校図書館の整備にも関心を持って活動を
行ってきました。

このような活動を通して今、一番大事なことは子どもたちの読書環境を守ることだと考え、
「子ども読書環境プロジェクト －子どもたちの読書環境格差をなくそう－」を立ち上げます。

特に学校図書館の整備状況は自治体によって大きく違い、居住する地域によって9年間の義務
教育内で大きな読書環境格差が生じています。

「子ども読書環境プロジェクト」ではまずは学校図書館の整備の現状を踏まえ、今までにない新たな
取り組みを開始します。



住んでいる自治体に関係なく子どもたちが、適切に更新された
情報で学べる環境を整備しなくてはならない。

Ⅱ．学校図書館 / 現状とその対策
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 年々学校図書館の重要性が高まっているが、自
治体によって整備状況が大きく異なり、子どもたち
に大きな読書環境格差が起こっている。

 地方議員が学校図書館の現状を把握していない
ことも大きな課題。

 図書館整備予算は他用途に利用可能なため、図
書の入れ替えに十分費用が使用されていない。

 更新の重要性を理解していない。

 各自治体の教育委員会が学校図書館の蔵書の
コンディションを把握しておらず、電算化も進んで
いない。

 「子どもたちの本との出合いの場の活性化」と「新しく
更新された本での学びの提供」を目的とする組織が
必要。

 行政へは、「学校図書館」の意義の再定義と、それに
基づいた図書購入予算の適正執行を訴えていく。

 まずはふるさと納税を活用して図書館の整備を行い、
それ以降は自治体が予算化する環境づくりを行う。

 データを活用した蔵書の刷新を推進していく。



後援

Ⅲ．プロジェクトチーム設立（案）
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出版文化産業振興財団 JPIC内に プロジェクトチームを設立し、下記のメンバーにて学校図書館に係る課題の解決に
取り組む。

構成:JPIC/文字・活字文化推進機構/未来読書研究所/NPO法人読書の時間/学校図書館整備推進会議
協力:日本出版取次協会/児童書出版社各社様
後援:公益社団法人全国学校図書館協議会

プロジェクトチーム 協力

児童書出版社
各社

学校図書館
整備推進会議



Ⅳ．プロジェクトチームの活動内容
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行政向け/書店向けセミナーの開催

 地方議会議員向け 学校図書館活性化セミナー
 自治体向け 学校図書館整備計画改定セミナー
 書店の地域読書推進活動への参画についてのセミナー
 「第六次学校図書館整備5カ年計画」対策

③

②

読書推進プログラムの提供

 読書推進プログラム「読書の時間」の提供
 読書支援キットの開発と提供
 JPIC読書アドバイザーの活用

① ふるさと納税を活用した学校図書館活性化

 企業版ふるさと納税/個人ふるさと納税/寄付の受付プラット
フォーム構築

 データを活用した最適な蔵書、及び読書推進活動の提供
 自治体/地方議会への対応



JPIC提供番組


